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Here， some remarks will be made on the the calibration of the wavelength 
of millimeter wave which is used in measurement of the dielectric constant 
and the electron spin resonance in alkalihalide crystals. 
At first the 5 M. C.jsec. crystal oscillator is calibrated by 5 M.C.jsec. 
standard radio transmission from J. J. Y. Station (its accuracy 士 2parts in 
106) and the frequency of that wave is multiplied upto 10 G. c.jsec. band by 
five stages of vacuum-tube frequency multipliers and a crystal rectifier. Using 
this 10 G. C.jsec. wave， the 10 G. C.jsec. band frequency meter is calibrated 
with its accuracy improved to be better than one part in 103 • 
Next， the output of 2K25 klystron， which is in 10 G. C.jsec. band， is
mu1tiplied upto 50 G. C.jsec. band by a crystal rectifier. Using this 50 G. C.j 
sec. band wave， the frequency of which is measured by the wavemeter described 
above in the region of 10 G. C./sec.， a 50 G. C.jsec. band frequency meter is 







































まず， 5M. c.jsec. 7J<.品発振子 (600C恒温)の発振
周波数を周波確度土2X10-6J.J.Y.の5Mιjsec.標準
電波信号で有効数字4桁ないし5桁の確度に正して規
準信号源とする。との 5Mιjsec.信号は， push-push 
周波数逓倍器および push-pull周技数逓倍器で順次
逓倍されて，板極管を用いた円形断面共振器の共振選














5. OOOOMC / sec. 
図1 10Gιjsec.帯周波数計目盛較正のための系統図
変調された 10G心Isec.帯信号









































































V 21Jf'+k21Jf' =0を満す二つのスカラー関数 φ(ρ，O，z)， 
1Jf'(ρ，ゆ，z)を用いて一般的に， 円向座標系では， 次式
で与えられる。
fθ2φ1θ lJf' 1 =i 一一 +ik~ 一ートlθρθzρ0ゅj






























れる O 円筒形空胴共振器では，。方向の解 e-ilφ が
φ=ゆo:!:2πq， (q = 0，1，2…)に対して連続でなくて
はならない乙とから，円筒関数 Zt(X)iLl次のBesel





Cl' Z (x) {cae-i 1φ十C4eilφ)
{C5e-iTZ十c6eiTZ}e-iwt ・H ・.(3.2) 
乙乙で
チ(_ 1)P(~ y'2P 
Jz(X) =出 !r (ρ+1十1)
r (t十l十1); (ρ+1十1)次の r関数










in九 (z+4)，e-i(J)t r (3 .4) 
となる。ここで， Nzは共振空胴内の電磁場の時間平
均エネJレギー を 1にする規格化定数を意味する。さら
に，KZm およびrnは，両底面での境界条件 z=0， 
LでHp=Hゅ=0を満すために定められる定数九=
伽 /L (n=0，1，2，3，……)， および側面での境界条件
]' t (x) =.dI! (x) /dx Iρ=R= 0を満すために定められ
る定数 Ktm=XdZm/Rを意味する。なお，xdlm は
J'1(X) = 0の m番目の根である。
H1mn型共振電li諮場は，式 (3，1)と式 (3，4)
とから次のようになる。
ι=一川mn与.I!(KZm'p) ・(~己何) ¥ 
sin rn(Z+~) ， e-iwt ， 
F (3.5-a) Eゅ=-Nz批n，kKZm，]'z(K 1m・P)・|
(~立 1 o ) sin r n( Z + {-)，e一川!
Ez= 0 
Hρ=Nzmn"九・Klm']'z(KZm・ρ)・
(:;locos Tη(z十i).e-iwt ¥ 
b 一川m 与I!(Klm ρ
~ (3.5-b) 
(~己旬)sinr n(Z十す)・日i
Hz =Nzmn(k2-r n2) .I!(K lmn・ρ



















0' 1， 2， 3，…)， K lm=xdzm/R， を共振時におけ
る K21叩 =k2-Tn2，k2=ω2oμ/C2の関係lと持込むと，













1.000536 ~こ対して， tOC， PmmHgで かdげ -l)tOc.
PmmHg/(εdry-1)200C， 1気圧=P/760{1十 0.003411(t -
20)}である。この関係は Oくtく40，700くPく800の
範囲で用いられる。湿度補正は， 60土 105ぢの範囲にお
いて Owe= (1 + 0，000040)εdrYである O
19 
式 (3.6)は直ちに
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図6 周波数 5M.Cjsec.から周波数 50cps
までの迎降回路図
に比較されていて，積算誤差が土O.485sec. j 10hour， 














可手首波数15~'S.j~ec.! 500"，100 I 100，.10 I 山 11Kejsec. I山 ps
回路 ¥¥ | 一山 IV~ I~~~ I V~ I_~~ I V_I__~ ー | 一定数記号¥IKゆ町・ Kcj田c・IKcjsec.IK巾ιI 100cps. I 50cps. 
R1K，Q 1 15 15 15 15 15 
R2K.Q 2 20 20 30 30 30 
R3Kρ I 5 X 10-2 I 5 5 50 200 70 
R4K，Q 5 3 1 5 5 5 
R5K，Q 10 50 50 50 50 50 
R6K，Q 0 5 1 50 300 1 
C1 100ρF I 100pF I 300pF I 500ρF I 0.05μF I 0.2μF 












































810M.C. jsec.信号を取り H'，す。 乙の空胴共振型逓倍
器の構造の概1唱をほJ101乙|火];]，する。




ち ， 格子]IJtii と空 !II ， û外伐とが構成する | リ Jr~1析 1(l il可 õhiJ空
Hf， û はカソ ー ドー グリッド 1"]路に入ノJl六日の共~J(屯階以
を作り ， 格子fij と陽師柱とが梢成する I IJ )診断 l@ï，J'I~]JJ杉




















作用で得られた 810.OM.C. jsec.の整数次高調波から ，
可!日J短絡ピス トン )\1 9t! )l'l~波符終端器で 10 逓f-h波
(8.100G. c.jsec.)， 11逓倍波 (8.910G. C. jsec.)およ


















10G.C.jsec. mクラ イスト ロン2K25 (発振)，1j波数






で共振波として， シリコン 1N26結JIll逓イ1';・器lζ 送り




波数逓{f波である 5'2G.C.jsec.+I~・マイク ロ 波は ， イf 'ï}J




なお，lCG.C.jsec. ， :i~: クラ イ ストロン発品U支には ，
リペラ'，t.!I:に 10CC.f sec. の変J~J r，.t.!I l ーをか!することに
より，低)，I，j披変，Ui，]がなされていて川波数，1の空IJ，iJj七似
出からの1'1)J波形をシンクロスコーアで矧測しi'Jるよ
うにな「ている。また，J!<:々 の用いたシリコン 1N26 
K'II; i1l1.i!J) ( ~'II: (，品は 5逓{行政をul大IIUJとするのであるが，
我々の州山においては 6逓{九・岐に対しでも光分な1¥
)Jをぶした。この 5CG.C.jsec.ts~準信社の発振装置配



























































ヒ卜1 ド v 十、〆 IV |¥円v←'卜~
./h レ' 同日 ¥トdド I'-f'、
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て周波数~ Iーのマ イ ク ロメ ー タ ー 11盛 1<: 11攻jF点を入れる
ことができる。またーブ'J，乙の屯流，ij-の'42流WlrlJ拙か
ら}.'d波数，i¥"のilUJを取りiI'， してベン ・レコーダーに入
れ，)，'，1波数，ij-のマイクロメ ータ ・ー ヘッドを川泌され
た定辿モー タ ーでが分絞やかに!~f，{ 1)Jすれば， )，'，j 波数l汁














域に対J~;するものであり ， 従 っ て この):';]波数， :1 - の 11 雌













イクロメータ ・ー ヘッドを予で 緩やかに 廻してこの
マーカーを出ノJ1II線の極大中央点に移動させる乙とに
より，50G.C.jsec. ;:aQ準信号 (10G.C.jsec.帯規準
号の 5逓倍波および 6逓倍波)に対して， 周波数計
信のマイクロメータ一 目盛lζ数例の較正点を入れる




















土lX10 5 で受信する ことは，"屯14¥Ur.:!lに悩度の見変が







流計指針の最大ディップ点lと調節)で正された11<1日発 5・2 10 G.C.fsec.帯周波数計の目盛較正の
振子の発振周波数には有効数字5桁の確度が保証され 結果
る。さらに，水品発振器の長時間使用に対する周波数 測定周波数範圃 8.500Gι/sec.から 10.00Gι/sec.
精度については，すでに4・1・4で述べたと乙ろの まで，主要共振姿態 HOl1型共振の円形断面空胴共
5M.C.jsec.規準信号逓降 50C./sec.周期モータ一時計 振型周波数計に対し，式 (3.6)を用いた計算値に，
と秒信号間|同lと土2X10-6の確度を持つ標準時報との 周波数計に附与されている温度補正および空気の誘電
比較測定をした結果 10時間以上の連続使用につき 率補正の補正値を加えて求められた共振周技数対周波
=1::0. 485sec. /10hour以内の誤差におさえられた。これ 数計マイクロメータ一目盛の曲棋に 4・2. 1で述






lCG.C.jsec.帯規準信|計算値(皿) I 測 定 値 |計算値と測定値との
号の周波数 | 温度 20.00C 温度20.50C，湿度58%，気圧760mmHg 差
(G.C./sec.) 難7協 Hg 1;"ヲラ官んだぜ(警官rrl(周波数JfKC./sec.) 
8.910 31.522 31.523土0.0005 I 31.臼2土0.0005 I 土39
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恥長田盛 ι1¥'IWI) 
l立1L lCG.C.;se-:. ;nなi古紙rli-に対する j:~i);::li，j
j立 ~~I 対!ム!被~.In'~盛 Ij泣 lUI:l~; ，:: C ，:ミ~it士


























表 3 50Gιjsec.帯規準信号lと対する，周波数計の円筒空胴共振器の共振軸長lと関する式 (3・6)か
らの計算値と測定値(周波数計マイクロメーター目盛)
単位mm，空胴共振器の円筒直荏 D=15.55凹 (22.00Cにおいて)，共振姿態 H014型共振
50G.C.jsec.帯規準信号の周波数(G.C.jsec.)I測定値 Lmes(mm) I計算値Lcal(mm) I計算値 (22.00C)le 
対する温度補正の値
10Gιjsec.帯 |逓倍周波数川見度26.00C，湿度|温度22.00C，湿度|
信号の周波数 i()内は逓倍数を示す|58労，気圧760mmHgI 58弘気圧760皿 HgI 阻 jOC)
9.2135 46.0675(5) 3.321 3.3300 0.00275 
55. 2810(6) 0.161 0.1803 0.00483 
44.5875(5) 4.026 4.0213 0.00118 
47.0350(5) 2.926 2.9137 0.00315 
49.8200(5) 1.861 1.8465 0.00363 












































測定周波数領域に対応する (!res.' D)2および (Dj













































の値の範圃は， それぞれ 75.83X 10-20>(!.D)2> 











要マーカを見出した。 *f~と， リアクション形で用い 間，海外に出張した時~C優れた粍波用鉱石逓倍器を見
た場合，H022型共振および H222型共振のQ他は つけてとれを国内で開発しようと試みた。幸いに我国
H014型共振のQf直と同程度に高く，それぞれの共振 の粍波のms品開発の水準が急速に進んで現在乙の研究
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